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令和５年度決算の注目事業

　３日間にわたり執行部との活発な質疑応答が交
わされ、最終日に討論、採決を行い、全ての会計
を原案のとおり認定すべきものとしました。
定例会最終日（９月２０日）の本会議で、委員長
が審査結果を報告し、採決の結果、

全ての決算を　認定　しました。
【決算特別委員会　委員】

委員長：安見 貴志　／　副委員長：川村 和夫
委　員：鈴木 宏治 ・ 内桶 克之 ・ 益子 康子
　　　　林田 美代子 ・ 田村 泰之
　　　　村上 寿之 ・ 畑岡 洋二

令和５年度決算の注目事業

決算特別委員会
での質疑と答弁
を紹介します

総　  務  　費
商　  工  　費

教　  育  　費

定住化促進事業
　　　　約1,889万円

笠間工芸の丘
整備事業
　　　1億9,783万円

エコランドセル
給付事業
　　　　約1,092万円

令和６年度小学校へ入学する児童
を対象に、ペットボトルを再生利用
したランドセルを給付しました。

工芸の丘のクラフトカフェの増築
工事やふれあい工房の改修工事を
実施しました。

移住体験施設の管理・運営や、移
住支援金の交付など、移住促進に
係る各種事業を実施しました。

。

職
員
の
健
診
受
診

率
は
。（
人
事
課
）

正
職
員
の
受
診
率

は
99
・
57
％
。
会
計
年

度
任
用
職
員
も
受
診
対

象
の
者
が
一
部
お
り
、

受
診
率
は
１
０
０
％
と

な
っ
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
結
果
、社
会
復

帰
さ
れ
た
方
は
い
る
の

か
。（
社
会
福
祉
課
）

ひ
き
こ
も
り
の
人
数

は
、令
和
元
年
度
の
市
内

の
調
査
で
推
定
92
名
。

う
ち
40
名
の
方
が
医
療
機

関
等
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
支
援
を

開
始
。コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、

実
際
に
関
わ
れ
た
の
は
今

ま
で
で
９
名
。う
ち
、就
労

支
援
Ｂ
型
に
つ
な
が
っ
て
、

今
な
お
就
労
が
継
続
し
て

い
る
方
が
２
名
。

給
付
し
た
エ
コ
ラ

ン
ド
セ
ル
の
使
用
状
況

は
。（
学
務
課
）

現
在
の
小
学
校
一
年

生
の
保
護
者
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
使
用
を
し
て
い
る
、
ま

た
は
併
用
し
て
い
る
と
の

回
答
が
43
・
６
％
だ
っ
た
。

定
着
す
る
ま
で
に
は
期

間
も
か
か
る
と
思
う
が
、

改
良
を
重
ね
、
よ
り
よ
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
給
付
し
、

子
ど
も
た
ち
に
環
境
に
対

す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

道
路
管
理
に
お
け

る
、
草
刈
り
の
要
望
と

処
理
状
況
は
（
管
理
課
）

令
和
５
年
度
で
約

９
０
０
件
ほ
ど
要
望
が

あ
り
、
予
算
の
範
囲
で

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
草

刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。

市
の
予
算
で
は
限
度
が

あ
る
が
、
コ
ス
ト
縮
減

の
方
法
を
確
立
し
、
よ

り
多
く
草
刈
り
を
実
施

で
き
る
よ
う
研
究
を
進

め
た
い
。

結
婚
新
生
活
支
援

事
業
の
補
助
件
数
が
増

え
た
要
因
は
。（
総
務
課
）

補
助
件
数
は
Ｒ
３

年
度
11
件
、
４
年
度
16

件
、
５
年
度
35
件
と
増

加
。
市
民
課
窓
口
で
婚

姻
届
を
出
さ
れ
た
際
に

周
知
を
重
ね
て
き
た
こ

と
、
所
得
制
限
等
の
条

件
の
緩
和
な
ど
が
大
き

な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ‐
Ｏ

Ｃ
Ｒ
を
導
入
し
た
こ
と

の
成
果
は
。（
デ
ジ
タ
ル

戦
略
課
）

水
道
課
の
料
金
シ
ス

テ
ム
、
消
防
本
部
の
消
防

シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
入

力
、
会
計
課
で
の
支
払
い

調
書
作
成
業
務
の
自
動

化
な
ど
で
活
用
し
て
お

り
、
３
１
６
０
時
間
の
業

務
時
間
削
減
と
な
っ
た
。

【
Ｒ
Ｐ
Ａ
】

職
員
が
行
っ
て
い
る
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
（
定
型
的
な

作
業
）
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
自

動
実
行
す
る
技
術
。

【
Ａ
Ｉ‐Ｏ
Ｃ
Ｒ
】

手
書
き
や
印
刷
さ
れ
た
書
類

な
ど
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

文
字
を
読
み
取
る
技
術
。 

問　答　問　答　

問　答　

問　答　

問　答　

問　答　

令和５年度事業の決算を認定
　

査
審
算
決
の
度
年
昨

施
実
を一般会計の決算額

歳入 360億2,361万8千円
（昨年度比　3億6,208万2千円　　 ）

歳出 340億2,609万3千円

　
議
会
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
９
月
９
日
〜
11
日
に
令
和
５
年

度
に
執
行
さ
れ
た
予
算
の
決
算
状
況

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
委
員
会
は
、
予
算
が
目
的
に
沿
っ

て
使
わ
れ
て
い
た
か
審
査
し
、
改
善

点
を
市
に
伝
え
、
今
後
の
事
業
執
行

に
つ
な
げ
て
も
ら
う
た
め
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

増

（昨年度比　2億7,538万4千円　　 ）減

歳出では土木費が５億円以上増加し
ました。主な事業は、来栖本戸線整
備、安居工業地域の整備、スマート
IC整備事業などです。

歳入・歳出額の内訳の詳細や、特別会計などの決算額、
財政指標などは広報かさま10月号をご覧ください。

歳入では、低所得の子育て世帯に対
する生活応援特別給付金事業、畜産
競争力強化整備事業などの県補助事
業の完了に伴い、県支出金が2割近
く減少しました。

令和5年度
決算

令和4年度
決算

歳入の比較（一般会計決算額）

令和5年度
決算

令和4年度
決算

歳出の比較（一般会計決算額）

民生費 公債費 農林水産業費 教育費 衛生費 土木費
消防費 諸支出金 商工費 その他 総務費

市税 繰越金 繰入金 諸収入 使用料・手数料 その他自主財源
地方交付税 市債 県支出金 地方消費税交付金 国庫支出金 その他依存財源

土木費
19億1,177万円

土木費
24億4,738万4千円

県支出金
29億7,655万円

県支出金
23億8,620万8千円
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